
ご利用の皆様へ 

  広場利用に関するお願い  

 

（つどいの広場）嵯峨ひかり広場 

管理者 神取 浩一 

 

いつも当広場をご利用頂きありがとうございます。京都市の指示により休園

しておりましたが、６月２９日（月）より再開致します。 

つきましては、以下の点ご理解、ご協力を頂きますようお願い申し上げます。 

 

（ご利用までに…） 

☆「密」回避のため電話での事前予約制とします。 

☆利用時間を１時間２０分前後とします。入れ替え時に換気、消毒を行うため 

各時間終了前に、ご退出の案内をします。 

① １０時００分～１１時２０分 

② １１時３０分～１２時５０分 

 ③ １３時００分～１４時２０分 

 ④ １４時３０分～１６時００分 

☆予約受付は利用日の前日及び当日のみ（休日をはさむ場合は前々日と当日） 

です。 

☆定員は３組とし、達した場合はお断りします。 

☆各時間帯の連続しての受付は致しません。１つ置きであれば可です。 

☆一部遠方区域からお越しの方に駐車場のご予約を頂いておりました。お車で 

のご来園を希望される方は、利用日の前日及び当日に駐車場予約を行って下 

さい。 

☆利用当日、ご自宅でお子様、保護者様とも検温し、37.5℃以上ないことを

確認の上来園下さい。なお、発熱や、咳、鼻水、喉痛の症状がある場合、ま

た過去数日中にあり、治まって間もない場合は利用を控えて下さい。 

☆普段から「洗う前の手には、ばい菌が付いている」ことを年齢に応じ分かり

やすく伝え続け、手洗いを習慣化できるようお願いします。 

 

（入館方法） 

☆出入口を喫茶スペース自動ドアへ変更します（自動ドアの開閉には各自で 

十分にご注意願います）。 

☆入口で手洗い、手指の消毒の後、検温を行い、体調確認票を記入し広場に持 

参下さい。規定値以上の発熱が認められた場合はお帰り頂きます。 

広場利用中に発熱し検温の結果規定値を上回った場合も同様です。 

☆「京都市新型コロナあんしん追跡サービス」のＱＲコードをスマートフォン

などで読み取って下さい。登録は来園のたびに必要です。  



 

☆退館の際の手洗い、手指の消毒もお願い致します。 

☆マスクはご自身で準備し着用下さい。２歳未満のお子様は不要です。 

☆皆さんの来園時間が重なることが予測されます。玄関・手洗い場付近で「密」

とならないよう、屋外でお待ち頂くなど社会的距離への配慮下さい。 

 

（利用中のお願い） 

☆休園明け、最初の利用日に京都市指定の「利用者票」の記入をお願いします。 

☆ご利用の３組さまは、３組さまとも、感染症に対する受け止め方がそれぞれ

異なります。お気づきの点があればスタッフまでお申し出ください。皆が「新

しい生活様式」に基づき、気持ち良く利用して頂きたい！と考えます。 

☆利用中に咳、鼻水など見られた場合、利用中止をお願いする場合があります。 

☆しばらくの間、昼食喫食をご遠慮頂きます。熱中症、脱水症予防のため、飲 

み物の飲用は構いません。 

☆お手洗いは真ん中のみ（ベビーベッドのある箇所）をご使用下さい。利用後 

は手洗い・手指の消毒を徹底して実施して下さい。 

 ☆広場スタッフもこれまでと異なる形で感染防護策を講じております。時節柄、

ご理解下さい。 

 ☆老人ホームにご入居のお年寄りとの接触はお控え下さい。 

 ☆天候等にもよりますが、屋外での遊びをお誘いすることもあると思います。 

☆屋外・自由広場内での事故・トラブルには一切責任を負いかねます。 

☆今後、厚労省及び京都市からの通達により開設状況、行事予定等に変更が生 

じる可能性があります。当園ホームページに情報をアップしますので、それ 

ぞれにてご確認ください。 

 

 

当広場・施設内における主なコロナウイルス感染予防対応 

☆ スタッフは出勤前に検温し、体調確認票へ記入。 

☆ 広場就業中は原則マスク・フェイスシールド・予防着を着用。 

☆ 常時サーキュレーターにて換気。1 時間 20 分に 1 回、窓を全開にし換気。（別に

24 時間換気システムも稼働中）。新たに購入を行った空気清浄機２台を常時運転。 

☆ 遊具、おもちゃなどはアルコール及びノンアルコール除菌シートにて拭き取りを

実施。また、フロア内を拭き取り掃除を実施。 

☆ 施設行事の中止。家族面会の中止。ボランティアさんの活動中止。 

☆ 外来業者は、別玄関にて体温測定、体調確認票への記入の上、入館の措置を実施。 

※  予防策に努めておりますが、広場の利用については各々のご家庭での自己責任・自己判断でお願い致します。   

 

 

当園は高齢者福祉施設を併設しております。感染症予防には、お一人 

おひとりの協力が不可欠です。ご協力をよろしくお願い申し上げます。  


